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　平成29年８月より閉館していた旧郷土館が、耐震改修工
事を終え、４月26日より北海道集治監釧路分監本館として
開館します。
　今回の改修では、本来の姿である北海道集治監釧路分監
本館に近づけるべく、内部の間取りを明治時代の間取りに

戻 し、 壁 や 扉 な
ど も 古 い 時 期 の
色調へと復元しま
した。特に一間と
な っ た ２ 階 の 大
ホ ー ル は 必 見 で
す。
　入館を希望される方は博物館へお越しください。貴重な標茶の
文化財にぜひ触れてみてください。

　広報しべちゃ３月号「ニタイ・ト通信No. ４」でお知らせしているとおり、
Facebookを週２回のペースで更新しています。ニタイ・トで開催されるイベン
ト情報などを手軽に見ることができますので、ぜひ活用してください。 （高橋）

り便からのお
第３号

　

標
茶
に
生
き
た
人
々
の
中
に
は
、
伝
記
の
よ
う
な
形
で
記
録
が
残
さ
れ
、

歴
史
に
そ
の
名
を
遺
し
た
方
が
い
ま
す
。
そ
ん
な
人
々
の
人
生
の
物
語
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

（
前
回
の
あ
ら
す
じ
）

　

遊
佐
幸
平
は
、
１
９
３
２
～
３
３
年
（
昭
和
７
～
８
年
）
に
軍
馬
補
充
部

川
上
支
部
の
第
12
代
支
部
長
と
し
て
勤
務
し
た
軍
人
で
あ
り
、
陸
軍
騎
兵
隊

に
所
属
し
た
馬
術
家
で
す
。

　

１
８
８
３
年
（
明
治
16
年
）、
宮
城
県
玉
造
郡
鳴
子
村
（
現
鳴
子
町
）
に

生
ま
れ
た
遊
佐
は
、
１
９
０
４
年
（
明
治
37
年
）
に
陸
軍
士
官
学
校
を
卒

業
。
日
露
戦
争
へ
従
軍
し
た
後
、
馬
術
研
究
の
た
め
に
世
界
各
地
を
巡
り
、

馬
へ
の
調
査
研
究
を
深
め
ま
し
た
。
１
９
２
８
年
（
昭
和
３
年
）、
45
歳
の

遊
佐
は
第
９
回
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
選
手
兼
監
督
と
し
て
初

出
場
。
こ
の
時
遊
佐
は
す
で
に
日
本
馬
術
会
で
広
く
名
の
知
ら
れ
る
存
在
で

し
た
。

　

１
９
３
２
年
（
昭
和
７
年
）
の
第
10
回
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
、
遊
佐
は
馬
術
競
技
の
日
本
代
表
監
督
と
し
て
臨
み
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
西
竹
一
陸
軍
中
尉
が
大
障
害
飛
越
競
技
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
、
日
本

中
が
大
き
な
喜
び
に
湧
き
ま
し
た
。
代
表
監
督
と
し
て
金
メ
ダ
ル
を
も
た
ら

し
た
遊
佐
は
、
同
年
、
標
茶
の
軍
馬
補
充
部
川
上
支
部
へ
支
部
長
と
し
て
赴

任
。
こ
の
時
階
級
は
陸
軍
大
佐
で
し
た
が
、
高
名
な
遊
佐
は
標
茶
で
は
遊
佐

閣
下
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。（
本
来
「
閣
下
」
は
、
将
官
と
呼
ば
れ
る
少

将
以
上
へ
の
敬
称
）

　

遊
佐
が
在
任
中
の
出
来
事
と
し
て
「
閑か
ん

院い
ん
の

宮み
や

軍
馬
補
充
部
視
察
」
の
写

真
が
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
皇
族
の
閑か
ん

院い
ん
の

宮み
や

春は
る

人ひ
と

王お
う

が
標
茶
に
来
ら

標
茶
近
世
・
近
代
人
物
誌

近
代
日
本
馬
術
の
創
始
者
　
遊ゆ
さ佐

　
幸こ
う
へ
い平

（
中
編
）
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れ
、
遊
佐
が
川
上
支
部
を
一
望
で
き
る

軍
馬
山
の
展
望
地
へ
案
内
し
た
際
に
撮

影
さ
れ
た
も
の
で
す
。
春
人
王
は
当

時
、
陸
軍
大
学
校
卒
業
を
控
え
た
騎
兵

大
尉
で
し
た
。
高
名
な
馬
術
家
で
あ
る

遊
佐
が
支
部
長
を
務
め
る
標
茶
の
川
上

支
部
を
視
察
し
、
軍
馬
育
成
と
馬
術
知

識
を
深
め
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
標

茶
の
軍
馬
補
充
部
は
、
国
内
各
地
に
あ

る
軍
馬
補
充
部
の
中
で
も
大
規
模
で
あ
り
、
多
く
の
輜し

ち
ょ
う重
用
馬
（
軍
隊
で
使

わ
れ
た
荷
運
び
用
の
馬
）
を
育
成
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
皇
族
以
外
に

も
、
高
級
将
官
が
よ
く
視
察
に
訪
れ
て
い
ま
す
。
遊
佐
が
川
上
支
部
に
い
た

期
間
は
約
１
年
で
し
た
。
た
だ
し
、
そ
の
後
標
茶
と
の
関
わ
り
が
な
く
な
っ

た
わ
け
で
は
な
く
、
１
９
３
６
年
（
昭
和
11
年
）
に
発
行
さ
れ
た
「
標
茶
記

念
誌
」
の
た
め
に
、
遊
佐
は
馬
の
絵
を
描
き
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

遊
佐
は
陸
軍
少
将
と
な
り
１
９
３
７
年
（
昭
和
12
年
）
に
軍
馬
補
充
部
本

部
長
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
時
遊
佐
は
54
歳
。
そ
の
後
予
備
役
に
編
入
さ

れ
、
１
９
４
２
年
（
昭
和
17
年
）
ま
で
満
州
国
馬
政
局
長
と
し
て
手
腕
を
振

る
い
ま
す
。
こ
の
時
期
は
遊
佐
の
馬
術
が
指
導
法
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
時

期
で
も
あ
り
ま
し
た
。
の
ち
に
「
遊
佐
馬
術
」
と
し
て
刊
行
さ
れ
る
馬
術
講

義
は
、
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ト
の
品
種
誕
生
の
話
や
、
馬
と
の
調
教
に
見
る
哲
学
的

な
信
念
な
ど
非
常
に
興
味
深
い
内
容
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
次
回
、
詳
し
く

ご
紹
介
し
ま
す
。

「標茶記念誌」表紙
遊佐が描いた馬の絵

博物館の裏事情博物館の裏事情
そうだったのかー!?そうだったのかー!?

展示替えのお知らせ
　４月23日㈫から室内バードウオッチングコーナーが春夏仕様にな
ります。湖スペースにいた冬の鳥が、夏に見ることができる鳥へと変
わります。
　また、常設展示も一部展示物を変更します。ぜひご覧ください。

第１回　カビとの戦い
　博物館では土器や動物のはく製など展示物は総じて「資料」と呼ばれ、常
設展示室で公開するほか、収蔵庫という一般には公開していない場所で保管
しています。博物館ではこれらの資料が末永く後世に残るように、さまざま
なことから資料を守る必要があります。資料の最大の敵…それは「カビ」です。
カビが発生してしまうと、変色が進み資料が著しく劣化するほか、カビの胞

子を人間が吸い込むことによる健康被害の
問題があります。
　カビはそのまま放置するとほかの資料に広がるので、いち早く発見・ 処
理する必要があります。また、滅菌処理をした後もほかの資料とは完全に
隔離して保管します。
　こうしたカビの発生は事前の予防が大切です。そのため博物館では毎日
３回にわたり、各部屋の温湿度をチェックするほか、年に数回資料の防虫・
防カビ処理を行っています。

　ここでは博物館職員が普段どんな仕事をしている
のか紹介していきます。

高温多湿は厳禁のためエアコンを
設置している部屋もあります

温湿度計測の様子

閑院宮軍馬補充部視察
（写真右から２人目が遊佐幸平）


